
令和５年度(2023 年度)学校経営方針 

神河町立神崎小学校 

Ⅰ 学校教育目標 

かしこく、やさしく、たくましく、かがやく かんざきっ子 

 

Ⅱ 学校運営の基本方針 

「児童も教職員も幸せを感じ、一人一人がかがやく学校をつくろう」 

「ふるさとを愛し こころ豊かで 自立する 神河の人づくり」を基本理念とし、「学びに向かう力を高

める」「学びを広げる力を高める」を重点目標として掲げる「かみかわの教育」を踏まえ、３つの柱からなる

神崎小学校の学校運営の基本方針を定める。 

第１に、「かけがえのない命を大切にし、健やかな身体とたくましく豊かな心を培う」教育をめざす。徹底

した感染防止に取り組みながらも、あらゆる教育活動を止めることなく、創意工夫しながら展開してきた３

年間で培ったのは、粘り強さと一人一人を大切にする思いである。自分と他者に感謝し、ありのままの自分

を受け入れてもらえる心理的安全性のもと、幸せを感じながら「かがやく」ことのできる学校づくりを推進

する。 

第２に、新しい時代に必要となる「令和の日本型学校教育」を踏まえ、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の実現をめざす。昨年度より立ち上げた「校内 ICT 教育推進委員会」を中心に、ICT を活用した学習活

動の充実、活用指導力の向上をめざす。同時に、Society5.0 時代のデジタル社会においても善き一市民とし

て生きていくための「デジタル・シティズンシップ教育」の充実も図っていかなければならない。一方、「か

みかわの教育」の基本方針にも掲げられている「ふるさと学習」を推進する。校内委員会「ふるさと学習推

進委員会」が中心となり、年間指導計画を基にふるさと意識を醸成する教育を推進していく。 

第３に、学校運営を円滑に図るためには教職員の協働体制を確立し、組織力の強化をめざし、すべての教

職員が協働し、児童に係わる体制を築く。すべての児童において、特に支援が必要な児童への対応において

は、すべての教職員が状況を把握し、組織的に当たるべきである。そして、学校運営を効率的・組織的に進

め、ハラスメントのない働きやすい職場づくりをめざして、職員の心身の健康、ワーク・ライフ・バランス

を図り、業務改善に取り組み、教職員の働き方改革を推進する。 

 

Ⅲ 本年度の重点目標 

   １ 確かな学力の定着と向上・・「確かな学力」の育成      「ICT を活用した学習活動」の充実  

２  「豊かな心」の育成・・・・道徳教育や人権教育の推進   ふるさと教育の推進 

   ３ 特別支援教育の推進・・・・連続性のある多様な学びの充実   一貫性のある支援体制の構築 

   ４ 学校の組織力の強化・・・・教職員の資質・能力の向上   教職員のワーク・ライフ・バランス 

 

Ⅳ めざす児童像 

   ・学びあう子     （自ら学び、考え、調べ、表現する児童） 

   ・あたたかい心の子（友だちを大切にし、思いやりのある児童） 

   ・がまん強い子    （身体を鍛え、心身ともにたくましい児童） 

 

Ⅴ めざす教師像（学校像） 

      ・自己存在感や自尊意識を高め、心豊かな児童を育てる教師 

                           （保護者・地域に信頼される学校） 

      ・専門職としての研修に努め、使命感を持ち続ける教師（安心して学べる学校） 

      ・心身共に健康で、豊かな感性を持った教師（活気のある学校） 

      ・自然や故郷を愛し、自らが幸福感に包まれ、夢を語れる教師（子どもの夢を育む学校） 


